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はじめに：「日本賞」コンクールの変容

「日本賞」教育番組国際コンクールが NHKの
提唱で1965年に創設されてから45年，2010年
10月20 ～ 27日に開催された第37回コンクール
には，64の国と地域の226機関から409作品
が参加した。

このコンクールは，メディアや教育界の変化
の中で，時代時代の世界の教育放送の特徴を
映し出してきた。「日本賞」初期の時代には国
語，算数，理科等，学校教育の充実に向けた
教科番組や，成人対象の語学教育や職業教育，
識字教育等，基礎教育を取り上げる番組が中
核を占めていたが，社会の変化が大きくなるに
つれ，社会が直面する様 な々課題を取り上げる
番組が増えてきた。環境問題，異文化理解，
戦争と平和，貧困・児童労働，エイズ，薬物，
いじめや差別，子どもの心をめぐる問題，親子・
家族の問題，教師と生徒の関係等，教育番組
のテーマは多様化し，世界に共通する課題も増
えてきた。また，大人が考える課題として取り
上げられていた厳しい社会現実を直視するテー
マが，子ども自身も対処すべきものとなってきた
点も，近年の重要な特徴である。
「日本賞」は，メディアの変化にも対応してき

た。1965年から2001年までは，放送番組が
対象（1989年まではラジオ番組とテレビ番組，1991

年からはテレビ番組のみが対象）のコンクールであっ
たが，90年代後半以降の急速なインターネッ
トの普及やデジタル放送の進展に対応すべく，
まず2002年には，番組に連動したウェブサイ
トを対象とする「ウェブ部門」が新設された。 

そして，2008年には，参加対象をテレビ
番組やその他の映像作品，ウェブサイト（放

送番組に連動していないサイトも含む）や教育ゲー
ムソフト，その他の双方向コンテンツ等も含
めた，「教育的な意図で制作された音と映像
を用いた作品全般」に拡大するという大幅
な改革が行われ，コンクールの名称も「日本

賞」教育コンテンツ国際コンクール（Japan 
Prize International Contest for Educational 
Media）に変更された 1）。
　このように，2000 年以降の教育番組・コン
テンツは，新たな時代に入ったといえる。本稿
では，「日本賞」に各国から集まった参加者た
ちと一緒に視聴してきた世界の教育番組や各
種コンテンツの具体例を通して，この 10 年間
の主な特徴を，内容面，対象者特性面，メディ
ア環境の変化の観点等から紹介することとし
たい 2）。

「日本賞」コンクールにみる
世界の教育番組・コンテンツの潮流

   メディア研究部（番組研究）  小平さち子
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1. 斬新な切り口で社会の現実に向き合う
　                    教育番組・コンテンツ

（1）薬物問題を扱う番組とe‐ラーニングソフト
若者の間に広がる薬物問題は近年日本でも

深刻だが，北米ではより早い時期から注目され
てきた。2000年の｢日本賞｣グランプリ受賞作
品，カナダ国立映画制作庁（NFB）3）制作の『レ

ンズの向こうの真実』（Through a Blue Lens）
は，切り口の斬新さが高く評価された番組とし
て，今でも強く印象に残っている。

バンクーバーの警察の麻薬対策チームが，若
者たちに，麻薬の乱用がどのように心身に悪影
響を及ぼすかを伝える目的で，担当地域を巡回
しながら，麻薬常習者たちの実態を撮影する。
彼らに精神的に寄り添い信頼関係を築きなが
ら，彼らの考えや本音を聞き出し，その映像を
若者たちに見せて，薬物の恐ろしさを話して聞
かせる。番組は，そのビデオ映像と麻薬対策
チームの取り組みを追った52分の重厚なドキュ
メンタリーである。

番組の中で，警察官のひとりは「常習者たち
は，自分たちが社会のお荷物であることを知っ
ており，自分の経験を語ることで社会にお返しを

したいと思っている」と説明している。警察官グ
ループと麻薬常習者との間に生まれた関係から
実現したこの番組は，視覚と感情に大きく訴え
るというテレビの特性を生かし，多くの人が遭遇
できないような人物や情景を映し出し，視聴者
をその世界に引き込むことに成功していている。

この番組は，若者だけでなく，新任警察官
向けの教材としても活用されてきた。DVD教材
にもなっている他，NFBのウェブサイトで視聴
することも可能で，教師向け利用ガイドも提供
されている。番組に登場した人物の中には，薬
物生活から脱却した人もいるというが，番組が
このような結果をもたらしたことの教育的意義
は極めて大きい。

同じく薬物問題を取り上げた作品で，2010
年コンクールで参加者たちの関心を集めたのが，

『薬物の後遺症』（Aftermath）というe-ラーニン
グソフトである。オーストラリアのデジタル制作
機関が，クイーンズランド州衛生局向けに制作
したもので，過去の薬物撲滅キャンペーンがう
まく浸透しなかったことの反省から，若者にとっ
て魅力的な学習方法による教材を目指した点に
特徴がある。

若者が最も薬物に手を染めやすい機会とさ
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れるコンサート会場，クラブ，パーティー，そし
て職場の場面が動画で具体的に設定され，そ
れぞれ人に薬物を勧められるところからストー
リーが始まり，利用者はYES/NOで答えてい
く。回答によって結末は変わっていくが，一方
的な説明ではなく，ユーザーに選択肢を与え自
ら考え判断するというプロセスの中で学習効果
が生まれるよう工夫され，若者たちが自然に触
れやすい大学構内等に設置されている。

（2） 多様な展開をみせるエイズ教育の番組
｢日本賞｣では，1990年代半ば頃からエイズ

教育をめぐる番組の参加が増えてきたが，2005
年｢日本賞｣では，国の施策として学校やコミュ
ニティーでのエイズ教育の普及を急いでいるア
フリカ諸国の番組が注目された。ボツワナ国営

放送の『エイズを語ろう』（Talk Back on HIV/
Aids）というシリーズ番組には，手話もつけられ，
印刷教材も準備されていた。

『私に話して』（Takalani Sesame Presents: talk 
to me…）は，エイズについて家庭や社会で率直
に話し合うことを促す目的で繰り広げられた南
アフリカの教育キャンペーンの一環として制作さ
れた番組。3家族のVTR取材とその家族や専
門家を交えたスタジオ・トークで構成され，問
題の受け止め方，考え方を深めていくというも
のである。この国では，エイズウィルスに感染
している5歳の女の子という設定の人形（マペット）

が登場し，エイズに対する正しい認識の普及を
日常的に進めようとする幼児番組『タカラニセ

サミ』が2000年から放送され人気番組となって
いる。『私に話して』は，『タカラニセサミ』の特
別番組に位置づけられ，視聴者へのアピール力
も強く，番組視聴がエイズについて語る機会を
増加させたという調査結果も報告されている。

（3）内面から洞察する聴覚障害者の世界
聴覚障害を取り上げた番組は，「日本賞」に

多数登場してきたが，2001年にグランプリを

受賞したアメリカの『音のない世界で』（Sound 
and Fury）は，それまでに視聴した番組とは全
く異なるものとして強く印象に残っている。

人工内耳の移植により，聴覚障害者の聴覚
が回復する可能性が高まってきた。聴覚に障害
がある幼い子どもに移植手術を受けさせるか，
それともありのままに育てるか。難しい選択を
迫られた2組の夫婦（夫同士が兄弟）とその家族
を追ったドキュメンタリーである。一方の，共に
聴覚障害の夫婦の5歳の長女は，音の世界に
興味を持ち始め，人工内耳の移植を望んでいる
が，話し言葉と異なる手話の文化に誇りを持つ
両親は，彼女に聴覚障害者としてのアイデンティ
ティーを持って成長して欲しいと願っている。そ
して，聴覚障害者への理解と思いやりのある
小さな町への引っ越しをきっかけに，長女も考
えを変える。共に健常者のもう一方の夫婦は，
誕生した双子のひとりが聴覚障害であることを
知って，人工内耳の移植を選択する。聴覚障
害の両親のもとで育った妻は，手話の文化を理
解し尊重しながらも，親として子どもの可能性を
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できる限り広げることが最善だと考えている。
番組は，それぞれが決断に至るまでの意見

のぶつかり合いや葛藤を克明に描写しており，
十数人が同時に手話で議論する場面もカメラが
見事にとらえている。人工内耳移植をめぐる議
論を超え，家族，アイデンティティー，障害，
子どもの権利，聴覚障害者の文化についてドラ
マティックに訴えかけてくる。

また，番組はDVD教材にもなっており，中
学･高校での利用（社会科，国語，生物）に役立つ
教師向け授業案等も，番組のサイト上で提供さ
れている。

（4） 自ら表現するダウン症のアーティストたち
2010年福祉教育カテゴリーの最優秀作品

に選ばれたカナダNFBの『自分でできるよ』

（Tying Your Own Shoes）は，4人のダウン症の
人たち（22歳～ 41歳）の非凡な思考力と感性豊か
な生活を，彼ら自身が描いたアニメーション作
品，彼らのナレーション，インタビューの組み合
わせというユニークな手法で伝えるアニメーショ
ン・ドキュメンタリーである。4人はそれぞれ，
ダウン症であることでこれまでどのような経験を
し，今どういう思いでいるのか，他の人に自分
をどう見て欲しいのかを視聴者に語りかける。

ダウン症に関する番組は珍しくないが，当事
者たちの目から見たダウン症の世界を伝えるこ
の番組には，静かな映像と語りの中に，ダウン
症に対する正しい理解を求め，障害者に対する
固定観念を打ち破って，“違い”に対する理解や
尊重について考えるよう促す迫力が感じられる。

番組のディレクター Shira Avniは，アニメー
ションは，複雑な話題や感情を短時間で伝達
するのに適していると考え，4人にアニメ制作の
指導を行っているが，そのねらいは見事に成功

している。視聴対象は，8歳以上の子ども，特
別なケアを必要とする成人，親や教師，特別
支援教育の分野で仕事をする人等，幅広く想定
されているが，そのいずれにとっても教育効果
が期待される番組といえる。

（5）障害者が作る番組やウェブサイト
その他にも，2010年「日本賞」では，障害

者自身が作る番組やウェブサイトが注目された。
NHKの『きらっといきる　バリバラ～バリア

フリー・バラエティー～』は，多くの人が障害者
に対して持っている固定観念を打ち破りたいと
いう思いで始まった番組であるが，“バラエティー
から見えてくる福祉の問題”という新鮮な切り
口に，参加者たちの関心が集まった。

BBCの『アウチ！』（Ouch!）は，編集者も投
稿者もすべて障害者の障害者向けウェブサイト
で，様 な々情報，インタビュー，映像，伝言板・
ブログ等を通して，彼ら自身が自分たちについ
ての考え方や語り方を変化させていくことを目
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指している。前出の番組同様，ここでも創造性
とユーモアは重要な要素である。多くの障害者
向けサイトは生活技能（life skills）に関するもの
だが，『アウチ！』は，生き方（lifestyle）に関する
ものであることを，重要な特徴としている。

2. 歴史から今を考える番組・コンテンツ

（1）戦争を取り上げる番組・コンテンツの増加
2010年「日本賞」では，第二次世界大戦に

関する番組やウェブサイト，教育ゲームが多い
ことも特徴的であった。その背景には，実体
験を伝えられる人々が少なくなってきたという現
実も存在する。

テレビ番組で印象に残ったのは，ドイツ公共

放送ZDFの『ベルリンの壁を越えて』（Busting 
the Berlin Wall）である。奇想天外な方法で東
から西へ命がけの脱出に成功した事例を，本
人たちの証言と卓越したCGIで描いた番組で，
これまでとは異なるアプローチで「壁」をとらえ
た歴史ドキュメンタリーとして評価を受けたもの
である。

ウェブサイトでは，フランステレビジョンの『黙

示録　第二次世界大戦』（Apocalypse）が興味を
引いた。多くの国 を々巻き込んだこの戦争の歴史
を学ぶサイトで，年表をたどると，どの時期にど
の地域で何が起こっていたのか，その関係性が
分かりやすく提示される。すでに保有していた
映像の他に未公開写真なども加えて充実させた
サイトを訪れる人は，ドキュメンタリー番組を見
ているかのように歴史を学ぶことが可能である。

イギリスのティーチャ―ズTV（p.85）の『最

初のレッスン：ホロコースト』（Lesson Starters: 
The Holocaust）は，1930年代のユダヤ人家族の
ホームビデオと証言，収容所でガス室に送られ

る仲間のために演奏したアコーディオンにまつ
わる話，3年間ベルリンの中心地に隠れ住んだ
ユダヤ人の話など6つの短い映像集で構成され
た中等教育向け（11 ～ 16歳対象）の18分番組。
ウェブサイトでのオンデマンド視聴やダウンロー
ドが可能である。

（2）テレビとゲームで考える戦争の本質
そして，テーマを越えて2010年「日本賞」全

体の中でも筆者が注目したのが，『戦争について

の13のシリーズ』（13 at war /13 in de oorlog）
である。これまで第二次世界大戦について，テ
レビ，ゲームそれぞれで取り上げられた例はある
が，クロスメディアとして取り上げた例はない点に
着目したオランダの公共放送NPS（オランダプロ
グラム財団）が企画したプロジェクトである。テ
レビが持つ“物語る”力とインターネットの双方向
性を結びつけて，8 ～13歳の子どもたちに，戦
争について考えさせることをねらいとしている。 

13回のテレビ番組は，毎回異なる子どもが
主役のドラマ，当時の資料映像，リポーター役
の女の子による戦跡での歴史解説等を組み合
わせて，第二次世界大戦を子どもの視点で語
り，子どもたちに戦争の意味を考えさせている。

「日本賞」参加の第一話「炎に包まれた町」で
は，ロッテルダムに住む戦争ごっこに夢中な10
歳の少年が主人公。ドイツ軍の空爆で瞬く間に
町が焼き尽くされ，少年の母もその犠牲になっ
たというストーリーである。

番組に連動した双方向ロールプレイングゲー
ムの方は，オランダの降伏から物語が始まる。
行方が分からなくなった父親を探すという設定
の中で，プレイヤーは様々な局面に遭遇する。
ユダヤ人のために隠れ場所を探すか，自分の命
を危険にさらすか等，難しい選択を迫られる。



13 in de oorlog のテレビ番組とゲーム　
〔番組写真 :Pieter van der Houwen〕
（ NPS：オランダプログラム財団　提供）
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戦争の史実をゲーム形式で分かりやすく説明
するだけでなく，戦争という状況下で人間はど
のような行動をとるのか子どもたちに考えさせ，
戦争が善悪だけの簡単な結論ではとらえきれ
ないことを伝えている。　

番組とゲーム以外に，雑誌や本，授業用の教
材パッケージも準備されている。小学校では6番
組をカリキュラムに組み込んで利用することが想
定されており，充実しているオランダの学校放送
ウェブサイトで，オンデマンド視聴も可能である。

（3）市民の映像を活用した地域の歴史教材
地域に存在する過去の映像を，学校教育に

生かすことは珍しくない時代になったが，カナ
ダのケベック州在住の家族から1万本以上の映
像を集めて制作された記録映像サイト『映像

に刻まれた思い出』（My memory's on a Roll /
J'ai la mémoire qui tourne）は，2010年｢日本
賞」で参加者の関心を集めた。ケーブル局のヒ

ストリアテレビと研究者の協力で実現したこの
サイトは，1920年代から80年代までの一般の
人々の日常生活を扱っており，ケベック州の文
化と伝統を記録したユニークな社会的，人類学
的ポートレートといえる。

収集された映像は，交通，労働，メディア，
人権等8つのテーマに分類され，州の教育カリ
キュラムに沿った整理が行われて，小学校から
大学まで幅広い年齢の学習者が自分たちの地
域の政治，社会，環境，文化に関する問題を
様々な視点から学習できるサイトとなっている。
歴史の他，地理や社会学，公民，倫理学，科
学・テクノロジー等，様 な々教科の教師から期
待されているサイトであるという。

 

3.子どもの心の内面を考える多様な番組

続いて注目したいのは，子どもの心の問題に
関する番組やウェブサイトである。いじめや差
別，性をめぐる問題や子どもの虐待など，解決
の糸口を見つけるのが容易でない課題が深刻さ
を増す中，テレビをはじめとするメディアの役
割は大きくなり，「日本賞」にも新しい視点の番
組が登場している。

（1）いじめをめぐる教育番組の変容
いじめに関する教育番組は，90年代以降，

多くの国々で制作されてきた。高校生や中学生
の問題としてクローズアップされていたものが，
次第に小学生のテーマとして注目され，1996年
コンクールでは，7 ～ 11歳対象のイギリスの学
校放送番組『健全な心：いじめをやめよう』が
グランプリを受賞している。

2002年に視聴したBBCの学 校放 送番 組

『ウォッチ：いじめ』（WATCH:Bullying）は，さ



「友だちになるには」（UR：スウェーデン教育放送　提供）
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らに低年齢の5 ～ 7歳が対象であった。この
番組にも共通する特徴だが，いじめの摘発が
目的ではなく，皆が楽しく過ごすための環境を
作ろうという前向きな考えを示す工夫が重視さ
れるようになっていく。BBCでは，その後も小
学校低学年の授業や教員研修用に『気持ちを

見つめる』（Emotional Literacy）という学校放送
シリーズを開発し（2005年「日本賞」に，｢怒り」が

テーマの番組が参加），様々な感情に適切に対応
し，良好な人間関係や社会的な関係を築いて
いく力の育成を支援している。

（2）2 通りの結末登場のユニークな番組
2010年に視聴したスウェーデン教育放送制

作の『友だちになるには』（Being Friends）は，
身近な事例を短いドラマにして，クラスでディス
カッションしながら，誰にとっても楽しい教室，
学校を目指すねらいの小学校低学年向け学校
放送（10分×8番組）。今回視聴した番組のテー
マは，仲間外れ。2年生の女の子アイーダは，
最近，親友のマリッサに無視され落ち込んでい
る。マリッサのあこがれでクラスの中心的存在
のアグネスが，アイーダを嫌っているからだ。ア
グネス主催のパーティーにクラスの中でアイーダ
だけが招かれず，トイレに閉じこもって涙にくれ

る…とここで物語はいったん終わるが，実はもう
ひとつ別の結末を迎えるストーリーが用意され
ている。時間を巻き戻し，もし途中で違った対
応がなされていたらどうなっていただろうという
設定で，別のストーリーが展開する。辛い結末
と幸せな結末の2種類を示し，ほんの少しの勇
気が事態を好転させ得ることを伝えている。

8番組いずれでも2種類の結末が提示されて
いるが，単にトラブルの解決策を示すのではな
く，子どもたちや教師に内省の機会を与えてい
る点が重要である。

（3） アスペルガーへの理解を訴える番組
2007年｢日本賞｣で青少年番組の部最優秀

作品に選ばれたカナダの『少年の内面』（The 
Boy Inside）は，アスペルガー症候群に苦しみ，
学校でもいじめの対象となり，友だちの輪に入
ることができずにいる12歳の少年アダムが主人
公。番組は，少年の母親が，世界中で増え続
けているアスペルガー症候群に対する正しい認
識と理解を広めたい一心で企画したもので，自
らも登場し，ナレーションも担当するドキュメン
タリーである。

制作者の強い思いが，驚きを隠せないほど率
直に少年と家族のプライバシーを公開し，問題

The Boy Inside（MSK Productions Inc. 提供）
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ことで，自分自身の存在も認識できる」といった
哲学的な概念に触れるきっかけを提供している。

この番組は，人間としての成長に重要な自己
認識の育成に役立つだけでなく，思考力や自
己表現力，議論する力の育成という観点でも利
用できる教育番組といえる。

2012年から哲学が義務教育科目になることを
受けて制作されたブラジルの『条理を越えて』

（Beyond reason）は，人形アニメの物語でニーチェ
の哲学（条理と本能）を取り上げた教育番組。
親しみある番組スタイルで子どもの興味を喚起し
て，日常生活を哲学的に考察し，議論のきっか
けとして授業で利用することを想定している。

幸福，正義，真実といったテーマに対する幅
広い視点を提供するドイツ公共放送の10 ～ 15

歳向けシリーズ『次のバス停で…』（Next stop
…）も，生き方を見つめることをねらいとしている

（2008年，2010年視聴）。番組は，2人の少女がバ
スで旅をしながら「人はなぜ死ぬのか？」「怖いと
いう感覚を持つのはなぜか？」等の問に対する答
えを求めていく形で進行し，大人のアドバイスや

の所在を明確に訴え，視聴者の心を動かすこと
に結び付いている。番組の放送後，教師や親
ばかりでなく，アダムをいじめていた少年から
も，この番組は自分の態度を変えたという反響
が寄せられたという。番組はビデオ化され，ブ
リティッシュコロンビア州の教師向け教材リスト
にも含まれている。“異なること”に対する寛容
さや相互理解を促す教材として国を越えて高く
評価された番組である。　

（4）自己の存在を考える番組　
2010年「日本賞」には，“philosophy”がキー

ワードの番組がいくつも参加していた。
フィンランド放送協会の『我思う，故に我あ

り　パート2 : 私は誰？』（I think, therefore I 
am, part 2 :Who am I? ）は，生命や自己の存在
といった哲学的な問に対して子どもの素直な観
点で考えていく8 ～ 12歳向け学校放送番組で
ある。番組は，フィンランド各地の小学校を訪ね
て，子どもたちに「命あるものとそうでないもの
の違いとは？」「人間とロボットはどこが違う？」「皆
が同じだったら世の中はどうなる？」「この世に死
がなかったら？」等，単純明快な答えのない問を
投げかける。子どもたちには，自分の考えを言
葉で答えるだけでなく，絵でも描いてもらう。

15分の番組では，その絵をアニメーション化
して，子どもの日常生活や想いを描き，質問に
答える子どもの実写映像と合成させている。 「人
間には心があるからいじめられると傷つくけれ
ど，ロボットはいじめを理解できないと思う」「皆
が同じだったら，簡単に友だちになれるのでは？ 
でも誰が誰か分からなくて混乱するかもしれな
い」など，子どもの様々な答えを紹介しながら，

「死があるからこそ生が意味を持つ」「多様な考
え方に触れ，一人一人の『個』（違い）を認識する

「我思う, 故に我あり　パート 2：私は誰？」
（YLE: フィンランド放送協会　提供）
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哲学者の格言のインサートも登場する。2010年
に視聴した番組は，幸福とは何かを取り上げた
もので，アリストテレスの格言「幸福とは私たち
が求める究極である」も登場し，幸せの定義は
人によって異なることを伝える内容であった。

（5）児童虐待を大人に考えさせる教育番組
子どもの心を傷つける大人の問題に着目した

重要な番組もある。インドの『さらけ出して，

あ の日あ の 時 』（OPEN FRAME:That Year 
That Day）は，子どもに対する性的虐待という
極めて深刻なテーマ，しかも性についてオープ
ンに語る文化のないこの国で，取り上げること
が容易でない問題を，真正面から取り上げ，高
く評価された番組である（2006年教育ジャーナル

の部最優秀賞）。児童期に虐待を受けた6人の大
人をインタビュー形式で追い，性的虐待とはど
ういうものなのか，その後の精神発達にどのよ
うな影響を及ぼすのかを深く掘り下げ，大人の
問題意識を喚起し，解決策を模索させようとす
るインパクトある番組である。

4．科学への関心を高める教育番組･
　　　　　　　　　　 コンテンツ

2010年コンクールで，児童向けカテゴリーの
最優秀賞を受賞したのは， NHK教育テレビの
2010年新シリーズの番組『大科学実験　音の

速さを見てみよう』であった。CGや特殊撮影に
頼らず，スケールの大きな実験や実写映像で自
然界の法則を検証するという方法で，科学の楽
しさや奥深さを分かりやすく伝えようとしている
点が評価されたものである。

科学の番組は，いつの時代にも「日本賞」へ
の参加が多いが，近年は，学校教育のカリキュ

ラムに対応するだけでなく，科学的思考力の育
成を目指すもの，子どもの科学離れ・科学技術
嫌いに対処しようとする番組が増えている。

身の回りにある科学や技術のしくみを，科学
者が軽快に説き明かしていくオーストラリアの

『スコープ』（Scope），科学者と助手たちが身の
回りの様 な々疑問に実験や調査で答えを導き出
していくアルゼンチンの『G博士のどこでも科

学大実験』（G Project）は，いずれも科学の専
門家がユーモアたっぷりに子どもたちを引き付
けていく科学番組シリーズである（前者は2008

年，後者は2010年視聴）。
ドイツの公共放送が科学番組を得意としてき

たことは｢日本賞｣での受賞実績にも表れてい
る。南西ドイツ放送協会の『驚異の映像図鑑』

（Fantastic phenomena）は，ＣＧと実写を効果的
に組み合わせて様 な々科学のテーマを取り上げる
15分番組シリーズだが，2005年に青少年番組の
部で最優秀賞を受賞した「目」を取り上げた番組
では，ハエの目が，ハエたたきの軌跡をくっきり
捉えるといった，映像そのものにユーモアやちょっ
とした驚きの要素を含めることで，視覚のメカニズ
ムの学習に，視聴者を引き付ける工夫をしていた。

アメリカの公共放送にも，興味深い傾向がみ
られる。『SciGirls』（2010年 視聴）は，8 ～ 13歳
女子の，科学・技術・数学への興味関心を高め
るねらいのテレビシリーズである。番組はウェブ
サイト上でも視聴可能で，双方向ゲームの開発に
も力を入れるなど，番組連動ウェブサイトも重視
している。また，幼児の科学教育にも力を入れ

ており，『シド 科学の子』（Sid the Science Kid）
という番組が放送されている。この番組のウェ
ブサイトは，2009年の｢日本賞｣で注目を集めた
が，実験室，プレイグラウンド，台所のそれぞれ
でゲームを楽しむ仕掛けが準備され，幼児の好
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奇心を育て，日常の出来事を科学的な視点でと
らえる楽しさを伝えることをねらいとしている。

科学的思考力の他，読み書きや算数などの基
礎学力の育成は，日本も含めて世界各国に共通
する今日の重要な教育課題である。2000年代
に入ると，こうした分野の教育番組は，繰り返し
学習にも対応可能なウェブサイトを組み合わせて
開発されることが増えてきたといえる（8節参照）。

5．学校の課題に対応する番組 ･コンテンツ

（1）世界的な関心の高まりと多様な番組
“荒れる学校”の問題は，1990年代からク

ローズアップされてきた教育番組のテーマで
ある。学校と地域が犯罪に立ち向かいながら
教育の質を高めることを目指した南アフリカの

『YIZO YIZO』は，教師と生徒が直面する教
育，社会，道徳に関する様々な問題を取り上げ
て考察する，迫力ある教育ドラマシリーズとし
て印象に残っている（2001年視聴）。　

生徒と教師の関係やクラス運営をめぐる課題
が今でも重要テーマであることは，学校の手に
負えなくなった問題を生 し々く映し出し，スクー
ルコーチ制導入で教師と親や生徒の関係の改
善を試みる様子を描いたドイツZDFの『学校

SOS　第一回教室からの悲鳴』（S.O.S.Schule: 
Cry for Help from the Classroom）にも表れてい
る（2007年視聴）。

2010年に視聴したアイルランド放送協会の

『ある中等学校の一年』（The School）は，学校
に無人カメラを設置したり，生徒にカメラを渡し
て生徒目線の撮影も加えながら，学校の日常や
子どもと教師の本音をカメラに収め，教育現場
の今を丁寧に描くことで，多くの学校や国に共
通する問題点を明らかにした番組であった。

（2）双方向メディアを駆使した教師向け教材
ウェブサイトを活用した新しいタイプの教材

の登場も注目される。2010年に視聴したイギリ
スのティーチャーズTVの『問題行動への挑戦』

（The Behaviour Challenge）は，その顕著な例
である。学校での生徒の問題行動にいかに対
処すべきかをウェブサイト上で学習できる教師
用アプリケーションソフトである。

模擬教室内での3種類のトラブル事例がビデ
オで提示され，ユーザーは複数の選択肢から
対処法を選ぶ。その結果，事態がどう展開し
ていくかが映像で示され，行動学等の専門家
の分析やアドバイス，ユーザーが選んだ対処法
について生徒自身はどう感じるのかなどのイン
タビューも盛り込まれている。経験の浅い教師
の増加で生徒の問題行動の対応に悩む教育現
場に向けた対話型ソフトとして注目されている。
この教材は中等教育向けであるが，その後初
等教育編も開発されている。

The Behaviour Challenge
 （Teachers TV 提供）
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6．10 代に向けた多様な展開　

10代の子どもたちをテレビ，特に教育的な内
容の番組に引き付けることの難しさは，世界共
通の長年の課題だが，メディア環境の変化の
中で，新たな試みも登場してきた。

（1）参加型・クロスメディア展開の定時番組
2010年に視聴したノルウェー放送協会の『メ

ガフォン』（Megafon）は，身近な問題をテーマに
したドキュメンタリーと，ミニドラマを見ながら
4人の子どもたちが話し合う，10 ～ 12歳対象
のウィークリー番組。子どもが様々な葛藤を直
視し，乗り越えていくことを後押しする番組で，
ストーリーの当事者，リポーター，番組進行役，
演技者等，番組制作のあらゆる段階に子ども
が関与している。子どもたちのディスカッション
は，番組ウェブサイトでも展開する。

今回視聴した回のドキュメンタリー・コーナー
では，ADHD（注意欠陥多動性障害）の症状があ
ることが分かった11歳の女の子が，両親の勧
めで自分の状況をクラスメイトに知らせて理解
を求めることになったという内容を取り上げてい
る。親友の協力を得てこの難題に取り組む少女
の不安，葛藤と，それを克服していく姿を追っ

ている。ミニドラマ・コーナーでは，「君ならこ
んな時どうする？」という視聴者アンケートを行
い，次回の放送でその結果をもとに話を展開す
るといった双方向の要素も取り入れている。

同じく2010年に視聴したオランダNCRVテレ

ビの『スパンガスクール』（SpangaS）は，9 ～ 15
歳対象のデイリーのドラマシリーズで，10分のテ
レビ番組の他に，ウェブサイト，ソーシャルネット
ワーク，ツイッター，雑誌や単行本（小説），映画
等多様なメディアを通して，思春期の子どもたち
の世界を取り上げている。テーマは，宗教観の
違いや多文化社会の抱える社会問題から恋人の
死などの個人的な苦悩まで多岐にわたり，クロ
スメディア発信で子どもたちの関心を高めつつ，
社会の問題を自分たちの問題としてとらえ，自ら
考え解決することを学ぶ大切さを伝えている。

（2）世界に広がる 10 代の番組制作参加　
10代の子どもたちが番組の企画や取材を含

めて本格的な制作に関わることは，欧米中心
に1990年代頃から注目されてきた。その傾向
は2000年以降広がりを見せ，2010年「日本賞」
では，2つのアフリカの番組を通じて，こうし
た動きが，放送や教育番組制作の歴史の浅い
国々にも広がっていることを実感した。

1つは，特別賞を受賞したエチオピアの『私

にも撮らせて』（Involve Me）である。この回の番
組では，虐待を受けた子どもたちのための施
設で暮らす14歳の少女が，初めて自分で脚本
を書き，カメラを回して制作した映像を紹介し，
合わせて，女子への虐待や親が決めた結婚等
の古い慣習に反対し，新しい未来に向けて挑
戦する自らの姿を自身の言葉で語っている。困
難に直面しているのは自分だけではないことを
知らせ，子どもたちが自信を持って発言し，社Megafon（NRK：ノルウェー放送協会　提供）
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会に参加できるようになることを目指している。
番組参加を希望する子どもたちや，若者のメ

ディアへの積極的参加に期待する人たちから多
くの手紙や電話による反響があったというが，こ
の国初の本格的な青少年向けテレビシリーズが
このような番組で始まったことの意義は大きい。

もう１つは，2009年の「日本賞」で，企画部
門の最優秀賞を受賞して，2010年に完成した
スワジランド・テレビ制作の『ねぇ，知ってる？』

（What's the buzz?）である 4）。

普段ニュースを見ることが少ない10代の子ど
もたちに最新のニュースを親しみやすく伝え，
世の中を知ること，情報を伝えることの大切さ
を学ぶ機会を提供することを目的としており，リ
ポーターもアナウンサーも10代の子どもたちで
ある。もちろん，こうした経験は初めての子ど
もばかりで，テレビ局では技術的な制作トレー
ニングだけでなく，ジャーナリストとしての基礎
を教える勉強会も実施しながら，“若者による
若者のための”番組制作を進めている。取り上
げるテーマには，隣国での開催で大いに盛り
上がったワールドカップもあれば，児童虐待と
いった自国の深刻な社会問題も含まれている。
写真にも示されているとおり，障害のある子ど
もへの配慮として，手話通訳も取り込んでいる。

エチオピア，スワジランド，いずれの例も，“メ
ディア制作体験”にとどまらず，社会にしっかり
目を向け，考え，発言し，社会を牽引していく
人間としての10代の子どもの成長を強く意識し
たものである点が注目される。

7. 多様化する幼児向け番組の内容と
　　　　　　　　　　　 双方向性

（1）2009 年グランプリにみる幼児番組の新傾向
「日本賞」コンクールが始まった1965年時点

で，幼児を明確な対象とする教育番組を定時
で放送していたのは，日本，イギリス，オース
トラリア等ごく限られていた。世界に幼児向け
番組が普及し始めたのは，『セサミストリート』

（1969年放送開始）の成功が世界に広まって以降
のことである。幼児向け教育番組で初の「日本
賞」グランプリを受賞したのは『セサミストリー
ト』（1971年）で，これに続くのは1997年の『テ

レタビ－ズ』（BBC）である。
そして2009年，3回目のグランプリ受賞番組

となった『きみのニュースはな～に？』（What's 
Your News? ）は，イギリスTTアニメーション制
作，幼児向け専門チャンネルNick Jr. UKで放
送中の，子どもの視点から見たニュース番組で
ある。4 ～ 6歳の子どもたちは，家族だけの環
境から，他の人 と々の関わりを持つ広く大きい
世界に踏み出す重要な発達段階にあり，番組
はその移行を子どもが無理なく受け入れていく
手助けとなることを目指している。

幼児の生活の中で起きる身近な出来事（ペッ

トがいなくなったこと，新しい靴を買ってもらったこと，

歯が抜けたこと等） を“ニュース”とみたて，アニ
メーションのリポーターがスタジオと連動して本
物のニュースさながらライブ感あふれる現場リ

What’s the buzz？　（STVA：スワジランド・テレビ　提供）
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ポートとして取り上げていく。リポーターは，番
組にニュースを送ってくれた幼児を訪ね，工夫さ
れた問いかけで，子どもが自分の言葉でニュー
スの内容を皆に伝えること（情報を発信）を助け
ていく。アニメーションと実写映像の巧みな合
成を取り入れることでリポーターや中継ヘリコプ
ターの臨場感を出すなど，番組制作に最新技
術を効果的に取り入れている点も注目される。
“対象者の真のニーズを満たし，最適の学習

の方法を検討して，そのねらいのためにメディ
アの可能性を最大限に活用している”点が高い
評価につながった番組である。

（2） 進化する幼児向け番組ウェブサイト
前出の番組にも共通する特徴だが，番組

に連動したウェブサイトの充実もめざましい。
BBCは，早い段階から，小学生だけでなく幼
児向け番組でも積極的にウェブサイトの開発
を進めてきた。『ジングジラス 冒険ココナッツ』

（ZingZillas: The Big Coconut Adventure）は，
2010年4月スタートのBBC幼児向け音楽番組

と連動したウェブサイトで，楽器演奏，作曲，
指揮などの音楽体験ができる。特に革新的な
のは，子どもがサイト上で好きな楽器を選んで
演奏の真似をすると，ウェブカメラが子どもの
動きを検知してその様子を画面に映し出し，ま
るでウェブ上の4人のバンド仲間たち（番組キャラ

クター）と一緒に演奏しているように見える仕掛
けになっている点である。

2010年の幼児向けカテゴリー最優秀賞を受
賞した西部ドイツ放送協会の『ゾウさんだいす

き』（The Show with the Elephant）も，番組とウェ
ブサイトが連動して親しまれている例である。

（3）幼児向け番組が取り上げる内容の多様化
“幼児向けニュース”という視点もそのひとつ

だが，幼児向け番組が取り上げる内容の面で
も，注目されるものが増えている。

オランダKROの『アドリアン』（Adrian）では，
ペットの死をテーマとして取り上げているが，い
つかはこのような衝撃的な体験に立ち会わなく
てはならないことを，幼児に親しみある番組の
主人公アドリアンを通して，無理なく学ぶ機会
を提供している（2007年視聴）。

ドイツZDFの『獣になったボクの親』（The 
Little Boy and the Beast）は，離婚後の苦悩す
る両親の姿を幼児の目線で描いた優しいタッチ

ZingZillas : The Big Coconut Adventure のウェブサイト
（BBC 提供）

WHAT'S YOUR NEWS? and all related characters, 
names and indicia are trademarks of and © Warner 
Bros. Entertainment Inc. （2010）（TTアニメーション提供）
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のアニメーション番組（2010年視聴）。子どもた
ちが直面する現実と揺れ動く心を細やかに描い
た作品である。幼児には内容の理解が困難で
はないかとの意見もあったが，離婚率が高い社
会環境の中，同様の状況に置かれた自分を冷
静に見つめたり，友だちを思いやる心を育てる
意味で，幼児にとって十分教育的価値の高い
番組という印象を持った。もちろん，親たちに
も視聴して欲しい番組である。

いずれの番組も，“辛いことや理解が難しい
ことでも，幼児の生活に起こる現実として取り
上げていくことが重要”というスタンスで制作さ
れている番組として注目される。

8. 新しいメディア環境下の教育番組 ･
コンテンツの展開

（1）多様なウェブサイトやゲームの登場　
冒頭で紹介のとおり，2002年からウェブサイ

トも「日本賞」コンクールの対象に加わり，様々
なサイトが登場してきた。環境問題を取り上げ
た小学校向けNHK学校放送番組『南極』のサ
イト（2003年最優秀ウェブ賞），小学生が繰り返し
学習を続けたくなる工夫が評価されたアメリカ
公共放送算数シリーズのサイト『サイバーチェイ

ス・オンライン（Cyberchase Online）』（2004年

最優秀ウェブ賞），乳幼児の保育に関わる人々向
けのアメリカ公共放送のシリーズ番組『子ども

の居場所（A Place of Our Own/Los Niños en 
Su Casa）』の英語とスペイン語のサイト（2006年

最優秀ウェブ賞）。その他，世界各地から集めた
100以上の物語を，子どもたちが（描画で）自由
に創作できる仕掛けのカタルニアテレビのウェ

ブサイト『私も描ける物語（Draw me a Story）』
（2009年視聴）等も印象に残っている。

テレビ番組とウェブサイトや教育ゲーム等の
双方向コンテンツが同じ土俵で審査されるよう
になった最初の「日本賞」（2008年）で，児童向
けカテゴリーの最優秀作品に選ばれたのは，
カナダの先住民族の伝統・文化を学ぶウェブサ

イト『アナッシュ・インタラクティブ』（Anash 
Interactive）であった。テレビ番組にも連動して
いるが，単独でも教育効果が得られるサイトに
なっている。番組キャラクターやクリップアート
を使って自分で物語を創作し，サイト上で公開
して他のユーザーと交流することもできる。

そして2009年｢日本賞｣では，放送番組との
連動はない教育ゲームが，初めて5つのカテゴ
リーの1つ，生涯教育カテゴリーで最優秀作品
に選ばれた。この分野の先進国オランダのラン
ジシリアスゲームズが制作した『シャークワー

ルド』（Sharkworld）という，企業経営がテーマ
のオンライン・シミュレーションゲームである。

教育ゲームやその他の双方向メディアは，ま
だ数としては限られているが，母国語や外国
語の学習等を中心に，「日本賞」への参加が始
まっている。

（2）教育ポータルサイトの展開
ウェブサイトでは，個別の番組に連動したサ

イトだけでなく，その入り口にもなる総合的な
サイト（学校放送や教師向け，福祉教育のポータルサ

イト等）の充実も，最近の重要な特徴といえる。
2007年「ウェブ部門」で最優秀賞を受賞したイ

ギリスの『ティーチャ―ズ TV』（Teachers TV：
TTV）は，その代表例である。

TTVは，教育関係者の専門能力やプロ意識
の向上を図って教育全体の質を高めることを目
的に，2005年2月，デジタルテレビ放送とウェ

ブサイトによる教育関係者向け専門サービスと
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ビクリップ集』（School TV Beeldbank）
（2009 年，担当者によるプレゼンテーション）

　別稿でも取り上げたが，次の公共放送機関
については，｢日本賞」参加のサイトとは別に，
教育関連ポータルサイトの発展過程に目を向け
てみると参考になる点が多い 6）。
① �小学校で利用が拡大している NHK 学校

放送の総合的なサイト NHK デジタル教材
② �幼児教育・学校教育，語学，成人の基礎

学習等多様な教材が充実している BBC の
教育･ 学習総合サイト BBC Learning　

③ �教師向けの情報･教材提供サービスに力を
入れるアメリカ公共放送の PBS Teachers

（3）メディア教育向けの番組やウェブサイト
メディアに関する教育・学習への関心の高ま

りは，近年の「日本賞」参加作品の動向にも
様々な形で表れている。以下に挙げるのは，懸

念されるメディアの影響に対処するねらいの番
組やコンテンツの例である。

① �『有害情報と子どもたち』（Sexy Inc.- Our 
Children Under the Influence）：様 な々メ
ディアに露出している性表現をテーマに，
子どもたちへのインタビューや問題の映像，
専門家の解説，実施されている教育プロ
グラムの例を織り交ぜて構成し，大人がま
だ気づいていない，あるいは対処に苦慮し
ている問題に対して具体的戦略を示すカナ
ダ NFB の番組（2008 年視聴）。

② �『うわさの真相をあばけ！』：インターネット
の情報が正しいものかどうか科学的に解明
し，青少年のネット情報評価力の育成を助
ける台湾公共テレビの番組（2008 年視聴）。

③ �『忍び寄るチャットの恐怖』: インターネッ
トの世界に潜む危険と恐怖を，チャットで
恋に落ちた少女を巻き込む犯罪ストーリー

してスタートしたものである5）。教育省主導に
よるものだが，制作や編成は政府から完全に
独立した組織が運営している。テレビ番組は，
様々な教師の授業を学ぶ番組やイギリスの教
育課題を論じる番組，異なる環境下にある海
外の学校教育の現状を紹介する番組から，各
教科の授業で教材として利用する番組まで，あ
らゆる分野を網羅している。ウェブサイトでは，
3,800を超えるこれらの番組のほとんどを視聴
でき，関連参考情報も引き出せる他，オンライ
ンコミュニティーでは，教師間の交流が活発に
行われ，海外からの参加もあるなど，国際的な
広がりもみられる。

いつでも視聴できるウェブサイトでの番組利
用が圧倒的に多くなったこともあり，放送サー
ビスは2010年8月で終了し，現在はオンライン
専門サービスになったが，蓄積された番組のほ
とんどは，ダウンロードも可能な形になってい
る。教育専門チャンネル（サービス）の発想は，
フィンランド，オランダはじめ諸外国にも影響を
与えてきた。また，本稿でも紹介のとおり，｢日
本賞｣への参加は，ウェブサイト，テレビ番組
ともに活発である。

TTVは，2000 年代に入って新しく登場し
た教育サービスだが，学校教育向けサービス
の実績を持つ公共放送でも，ポータルサイト
の充実が進み，番組のオンデマンド提供や映
像クリップ集の充実など，放送局が得意とす
る映像サービスを中心に新たな展開をみせて
いる。
・�南西ドイツ放送協会が開発した学校教育サイ

ト『プラネットスクール』（Planet Schule）
（2007 年，担当者によるプレゼンテーション）

・�オランダの学校放送・成人教育番組専門公共
放送（TELEAC/NOT）の『学校放送テレ
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で伝えるドイツのテレビ番組（2009 年視聴）。
④ �『ネットいじめに向き合うために』： 実例を

もとにしたミニドラマを通して，問題解決
の具体的なポイントを紹介した NHK の学
校向け教育番組（2009 年視聴）。

⑤ �『 サイバー世界とのつきあい方』（The 
Carnegie Cyber Academy Website） : オン
ラインの危険から身を守るための知識と対
処法を子どもに楽しく身につけさせるカー
ネギーメロン大学制作の無料サイト（2009

年視聴）。300 項目について 27 のゲームが
配信され，ダウンロードも可能。ネット犯
罪やネットいじめの情報も掲載されている。

⑥ �『ブログハウス』（das.bloghaus.tv） : ブログ
やソーシャルネットワークにつながるティー
ンエイジャーを描いたバイエルン放送協会
のドラマシリーズ。2010 年に視聴した「い
つわりの名声」は，友人の作詞を借用し
た作品をネットに流し一夜にして大評判に
なってしまったというストーリーで，瞬時に
世界に広がり，影響力を持つメディア環境
の中で，独創性や個性の尊重の意味を問
うもの。

これとは別に，より積極的な考え方でメディア

と関わる力を育てる（メディア・リテラシー育成
を目指す）教育番組やコンテンツの増加傾向も
注目される。　

2005年ウェブ部門で最優秀賞を受賞したス
ウェーデン教育放送の『フィルム･ガレージ』は，
若者に映像制作の意欲と発表の場を提供する
サイトで，放送番組とも連動させつつ，インター
ネット文化の進展をタイミングよく教育に取り入
れた点が高く評価されたものである。

フィンランド放送協会（YLE）は，第一回コ
ンクールでテレビ番組グランプリ受賞以来，「日
本賞」には毎回参加し，様々な話題作を登場

させてきたが，2009年は『メディアコンパス』

（Mediakompassi）というメディア教育用のウェブ
サイトが興味を引いた。メディアの特性や情報
分析の学習，映像制作の体験が可能なサイト
で，学年に対応した難易度の異なる教材や，
教師・親向けの情報（映像制作紹介の動画も含む）

が提供されており，学校，家庭いずれの学習に
も対応可能である。

2010年に視聴した，カナダNFBの『監督

たちが語るドキュメンタリー集』（Capturing 
Reality-Website）は，38人の映像監督が語るド
キュメンタリー論と160を超える映像作品を集
めたウェブサイトである。単純な映像データベー
スではなく，企画立案に始まるドキュメンタリー
制作の様 な々過程を学ぶことができる他，情報
を評価，識別する能力やジャーナリズム論にも
言及があり，メディアの発信／受信，両方の観
点からの学習が可能である。学校の授業利用
に向けたガイダンス情報も提供されている。

まとめにかえて　

2000年代の「日本賞」は，まさにこの時期の
メディア状況の急速な発展と世界の教育ニーズ
を映し出してきたといえる。この10年間にコン
クールに参加した番組やウェブサイト，教育ゲー
ムには，教育的価値や作品性が高いもの，新
しいテクノロジーをさりげなく効果的に取り入れ
ているもの，クロスメディアの特性を生かして新
しい学びのあり方に挑戦しているものが少なく
ない。

テレビ番組とウェブサイトを連動させて，学
びの世界を広げたり深めたりするものもあれば，
過去の貴重なアーカイブを様々な形に再構成し
て，学びを促進させようとするものもある。　
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学習者自身が様 な々形で，番組やコンテンツ
の制作過程に関わりを持つことで，その内容を
より豊かなものに育てていく傾向が増えてきた
ことも重要な特徴である。利用者（学習者や教師）

が教材を進化させながら，次のステップの学習
を生み出していくという傾向（User Generated 
Contents / User Generated Learning）は，
教科の学習でも，現代社会の今日的課題の学
習でも，今後さらに進展する可能性を秘めてい
ると考えられる。

メディアを利用した教育・学習と並んで，メ
ディアに関する教育・学習の重要性の認識の高
まりも，近年の「日本賞」に表れている。

その他内容面では，生命と死，自己の存在
といった人間の根源に迫るテーマや，人と人の
関わりを問うことへの関心が，これまで以上に
高まっていることが感じられる。様々な障害に
対する正しい認識や“違い”に対する理解・尊
重について考えることを促す作品が，あらゆる
年齢層に向けたものとして重視されている。番
組でもウェブサイトでも，疎外感や差別感を持
つ当事者が自ら表現するという形で，多くの人
にとって理解が難しい世界を内面から伝えよう
とする傾向は，今後も広がる可能性があるもの
として注目される。

優れた教育番組，教育コンテンツとは何か。
ひとことで回答を言い表すことが難しいこの問
に対して，「日本賞」で視聴する作品や参加者
たちの間で繰り広げられるディスカッションは，
様々なヒントを提供している。この機会を一つ
のスタート地点として，さらに研究を深めてい
きたい。　

（こだいら さちこ）

注：
1） コンクールの部門やカテゴリーは，2000 年以降

変更を重ねてきたが，2010 年（第 37 回）時点で
は，①教育的な意図で制作された音と映像を用
いた作品全般を対象とする「コンテンツ部門」（幼
児向け，児童向け，青少年向け，生涯教育，福
祉教育の 5 カテゴリー）と，②「企画部門」（優
れた企画や旺盛な意欲がありながら，予算や機
材等の条件が十分でないため制作が困難な国・
地域の制作機関の優れた番組制作企画に対して
賞を贈呈し制作を支援する）の 2 部門で構成され
ている。前者には 360 件，後者には 49 件の応
募があり，それぞれ一次審査を通過した 78 件と
5 件が，10 月のコンクール本選に進んだ。

2） 過去の受賞番組や参加番組の概要は，事務局発
行の報告書の他，ウェブサイトでも紹介されてい
る（http://www.nhk.or.jp/jp-prize）。参考文献 1
～ 3 も参照されたい。

3） カナダ国立映画制作庁（National Film Board of 
Canada）は，1939 年にカナダの映画・テレビ産
業の育成・振興を目的に設立された公共機関で，
映画・テレビ番組の制作や配給，アーカイブの公
開を行っている。学校等教育機関での利用にも
役立つ質の高い作品を輩出しており，教師向けの
利用ガイド等も充実している。｢日本賞 ｣ への参
加，受賞も多い。

4） ｢企画部門 ｣ については，注 1を参照。番組制作
過程を取材した様子が，『世界の教育コンテンツ最
前線～進化する双方向スタイル～』（NHK 教育テ
レビ，2010 年 10 月30 日放送）で紹介された。

5） 参考文献 4（pp246-249）参照。
6） 参考文献 4 を参照。NHK デジタル教材の利用

の最新状況については，2010 年秋実施調査の結
果を，本誌で発表予定。
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